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プロフィールプロフィール
■ 家　　族	 妻・長女（７才）・次女（６才）・三女（４才）の５人家族
■ 座右の銘	 継続は力なり
■ 学　　歴	 県立水戸第一高等学校	/	東京大学経済学部卒業
■ 職　　歴	 大手建設会社	/	国会議員政策秘書	/	楽天（株）/	城里町長（２期目・現職）

子育て支援が
充実した町づくり

農業（農商工）の
元気な町づくり

年を重ねても
安心な町づくり

災害に強い
町づくり

これからの目標目標 城里町の皆様へ
　継続は力なり。城里町の政治と行政に安定を与えて下さい。

　他の市町村では、市長や町長が一度着任すると、3期以上務めるの

が普通です。しかし、私たちの町では、1期か2期ごとに町長が変わ

り続けてきました。そして、町長が変わるたびに、政策が変更されて

しまいます。これでは、長期的な視点に基づいた政策の展開・インフ

ラ整備・人材の育成などできません。町づくりは、どっしりと腰を据

えて取り組むべき仕事です。現職	かとうの修	が進めてきた「町づくり」

は、財政健全化・公共施設の整備・転入者の増加などの成果がようや

く見えてきたところです。ここで変えるわけにはいきません。

　今こそ、城里町の政治・行政に安定を！「継続は力なり」です。

かとうの　修

　今後４年間で防災対策に
集中投資します。
　事業費のうち城里町の負
担は３割以内です。

　現在の子育て支援を継続
しつつ、きめ細やかな改善
を行ってまいります。

　農地の管理やゴミ捨て、
免許返納後の移動手段など
身近な悩みや不安にお応え
します。

　国からのコロナ対策交付
金などを活用して、商品券の
発行や支援金の給付を行い、
農家や事業者を支えます。

令和４年８月28日執行

城里町選挙管理委員会

城里町長選挙選挙公報城里町長選挙選挙公報

（この選挙公報は、候補者から提出された原稿を写真にとってそのまま印刷したものです。）

午前７時から
　　　　午後６時まで

城里町選挙管理委員会　☎029−288−3111

私たちはきちんと
　　投票することを
　　　　　ちかいます！

８月28日（日）投票日

か
わ
ら
い
大だ

い

　すけ介
42歳

今こそ、町民の皆様、議員の方々、役場職員の方々そして町長が対話を重視して一体となるときです。
皆様が誇れる城里町をいっしょに創りましょう。

1 対話を重視した政策決定3 教育の充実

4 子育ての支援

5 医療・介護・福祉の充実

6 災害対策
2 企業誘致＆地場産業の育成

❶ 日常に町民の皆様と対話
❷ 役場からの情報を発信
❸ 税金の使い方を徹底して見直し

❶ 教育民間企業がタブレットを活
用して家庭学習を支援

❷ 海外派遣研修、国内語学研修で
英語教育を充実

❸ 給食費無償化を継続

❶ ３歳児からの早期の才能教育を
スタート

❷ 子どもたちの心身の発達や言葉
の発達などを支援

❸ 保育料を無償化（０歳児から）

❶ 休日夜間の急患のための応急診療所を設立
 　（訪問診療、在宅介護を含めて検討）
❷ 「福祉タクシー」の制度を確立（町外へも行けます）
❸ 「見回り隊（一人暮らしの高齢の方への支援）」を創設

❶ 治山事業など水害防止をさらに推進
❷ 地域の安全を確保する消防団の活動を推進
❸ 高齢の方、障がいをお持ちの方の個別避難計画を

策定

この町を守るため、この町を変える

❶ 特別チームによる企業誘致
❷ 商店街の空洞化の対策を促進
　 （商業・工業の活性化）
❸ 起業者、移住者向けに空き家の活用を

推進
【農業対策】
❶ 農機具などへの経済的負担を軽減
❷ 新規就農者を発掘し育成

　
８
年
間
の
町
政
運
営
は
、
町
政
の
不
安
定
さ
や
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱さ
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
８
年
間

に「
独
断
」と「
議
会
で
の
何
度
に
も
わ
た
る
議
案
否
決
」と
い
う
弊
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
民
主
政
治
に
独
断
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
独
断
」
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
が
議
会
で
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
と
の
丁
寧

な
対
話
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
案
の
検
討
が
不
十
分
な
議
会
が
続
き
ま
し
た
。

議
員
の
方
々
は
町
民
の
皆
様
の
代
表
で
す
。
議
会
と
対
話
を
し
な
い
こ
と
は
町
民
の
皆
様

と
対
話
を
し
な
い
こ
と
と
同
じ
で
す
。
対
話
の
な
い
現
町
長
を
代
え
ま
し
ょ
う
。

　
城
里
町
の
未
来
を
創
り
ま
す
。
場
当
た
り
的
な
対
応
策
で
な
く
、
町
の
将
来
像
を
描
く

中
・
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
（
見
通
し
・
展
望
）
を
掲
げ
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
と
対
話
し
て
配
慮
が
で
き
る
人
間
味
と
、
組
織
に
お
け
る
調
整
力
が
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
に
必
要
で
す
。
私
は
「
対
話
を
重
視
」
し
て
町
政
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
町
政
を

地
元
城
里
町
小
坂
生
ま
れ
の
、
か
わ
ら
い
大
介
に
託
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（政策公約の一部を記載しています。詳細はパンフレットをご覧ください。）

安
定
し
な
い
政
治
と
行
政
か
ら 

町
政
一
新
！

●1979年9月26日（42歳）城里町（旧常北町）小坂生まれ　
　水城高校卒業後18歳で単身アメリカへ。モンタナ州立大学へ編入後カリフォ
ルニア州立大学ノースリッジ校で学び（中退）、23歳帰国。
●城里町で農業生産法人（有）GREEN工房設立、新規就農。アスパラガスなどを生産。
●2006年、当時全国最年少で町議会議員選挙に初当選。副議長などを歴任。

　プロフィール

～ 誠実に、そして熱意をもって ～


